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1．はじめに EBG 共振器アンテナは，面積の増加

に伴い誘電体板や周期的に並べられたアレー板を多

層化することにより高利得化可能であるが，低姿勢，

低コストの 1 層板で面積を増加した場合は開口効率

が低下する[1]．本報告では，ダイポールアレー板 1

層による EBG 共振器アンテナにおいて励振素子を

分布させる方法を提案する． 

 2．構造 設計周波数を 7.5 GHz (0=40 mm)とする．

ダイポールアレーEBG 共振器アンテナの構造を図 1

に示す．一辺が L=300 mm (7.50)の正方形グランド

板から高さ dの位置に素子長 l=18 mm (0.450) のダ

イポールを間隔 sx=3 mm, sy=6 mmで敷き詰め，686

個（x 方向に 14，y 方向に 49）のダイポールアレー

板とした．励振素子としてパッチアンテナを用い分

布させる．本稿では同相励振 4 素子パッチアンテナ

とし，素子間隔 Dで方形状に分布させた． 

3．解析結果 解析には FDTD 法を用いる．方形配

置 4素子パッチアンテナの素子間隔 Dを変化させた

ときの指向性利得及び開口効率を図 2 に示す．素子

間隔が D=60 mm (1.50)のときに利得及び開口効率

が最大となり，それぞれ 26.2 dBi，57 %が得られた．

パッチアンテナ 1 素子をグランド板中央に配置した

場合及び４素子パッチアンテナを素子間隔 D =60 

mm で分布させた場合の EBG 共振器アンテナの指

向性利得及び開口効率の周波数特性を図 2 に示す．1

素子の場合，周波数 7.5 GHz において利得 20.8 dBi

が得られたものの，開口効率は 17 %と低い．これは

7.50 四方の周期ダイポールアレーの端部素子を励

振できていないためである．一方，4 素子パッチア

ンテナの場合は 1素子の場合に比べて 5.4 dB増加し

た．さらに大面積化して高利得を得るためには励振

素子数を増加する方法が考えられるが，線路の放射

損により効率が低下するためトレードオフがあるも

のと考えられる． 

 4．まとめ 1 層ダイポールアレー板 EBG 共振器ア

ンテナにおいて励振素子を分布させることにより開

口効率の向上を図った．その結果，4 励振素子で指

向性利得 26.2 dBi，開口効率 57 %が得られ，励振素

子分布設計の有効性を確認した． 
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図 1 4素子励振 1 層 EBG共振器アンテナの構造 
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2 指向性利得と開口効率の素子間隔特性 

 

図 3 指向性利得と開口効率の周波数特性 
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